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It treated to the patient who lost teeth by a severe periodontitis, and occlusal reconstruction. The 

treatment was phase I. periodontal therapy and periodontal surgery as the plaque control. In 

addition, occlusal function was recovered by provisional restoration. The final prosthesis was made 

konus teleskop denture expecting a sprinting effect of remaining teeth furthermore the plaque 

control and esthetic. It shifted to the maintenance every six months after it had finally prosthesis it, 

and passage was excellent. However, the vertical bone defects that a cause it in the occlusal trauma 

was admitted in mesial of the mandibuler right second incisor four years later the final prosthesis. 

Then, after the occlusal adjustment had been done, the flap surgery. Excellent passage is obtained 

through 12 years have passed since it finally prosthesis it now. It was recognized again that konus 

teleskop denture was effective as the final prosthesis of severe periodontal patient with losses of 

teeth through this case. Moreover, the importance of maintenance was recognized again.

重度歯周炎によって臼歯 を喪失 し,摂 食障害をきたした患者に対 して,歯 周外科などの

歯周治療後,清 掃性,審 美性 とともに残存歯の二次固定効果を期待 して,コ ーヌステレス

コープデンチャーによる最終補綴 を行った.そ の後,6ヵ 月ごとのメインテナ ンスに移行

し,経 過は良好であったが,4年 後に,2〓 近心に,咬 合性外傷が誘因と思われる垂直性骨

吸収を認めたため,咬 合調整 と歯周外科処置を行 った.現 在,最 終補綴後12年 経過 して

いるが,著 明な歯周組織の変化は見られず,良 好な経過が得られている,今 回の症例を通

して,歯 の欠損を伴 う重度歯周炎患者に対する最終補綴 として,コ ーヌステ レスコープデ

ンチャーが有効であること,さ らに,定 期的なメインテナンスの重要性を再認識 した.

Keywords:歯 周 炎periodontitis,咬 合 崩 壊occlusalcollapse,コ ー ヌ ス テ レ ス コ ー プ

デ ン チ ャ ーkonusteleskopdenture,メ イ ン テ ナ ン スmaintenance
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コー ヌステ レスコープデンチ ャー により機能 回復を行 った歯周炎患者 の長期予後

図1初 診 時正面観.不 良補綴物が装着された

残存 歯周 囲にプラークが付着 し,歯 肉の発赤,

腫脹 を認める.

図2初 診時の歯周組織診査結果.

縮
歯 の 欠 損 を伴 う重 度 歯 周J患 者 に対'する 治 療 で は,感 染

源 の 除 去 を 目 的 と した 歯 周 初期 治 療 や 歯 周 外 科 処 置 と と も

に,残 存 歯 に加 わ る 咬合力 の コ ン トロ ー ル も重 要 で あ る.

特 に,最 終 補 綴 に際 して は,単 に 欠損 を補 綴 す る だ け で な

く,残 存 歯 の 支 持組 織 量 や,永 続 性 を 考慮 した 設計 が 必 要

で あ る.

コ ー ヌ ス テ レ ス コ ー プ デ ンチ ャ ー は ,リ ジ ッ トサ ボ ー ト

に よ る 機 能 負担 能 の 高 さ に加 え,支 台 歯 の二次 固 定 効 果 に

よ り,特 定 部 位 へ の 負担 の 集 中 を回 避 で き る と同 時 に,残

存 歯 に 対 して 生 理 的 な 乗直 方 向 へ の 変位 を 与 え る こ とが で

き る1.ま た,ク ラ ス ブ デ ンチ ャー と比 較 して 審 美 的 で あ

り,義 歯 を は ず した 状 態 で の 内 冠 形 態 が 単 純 な た め,プ

ラ ー クが 付 着 しに く く清 掃 も容 易 で あ る ユ,な どの 特 性 を

持 つ 。

今 回,歯 の 欠 損 を有 す る重 度 歯 周 炎患 者 に 対 して,コ ー

ヌ ス テ レ ス コ ー プ デ ン チ ャ ー に よ る 最 終 補 綴 を 行 い,12

年 の経 過 を追 う こ とが で き た の で,若干 の 考 察 を加 え て 報

告す る.

症 例 の 概 要

患者:58歳,男性

初診:1991年3月

主 訴:摂 食 障 害

診 断:歯 の 欠損 を 伴 う重 度 成 人性 歯 周炎

患 者 は,近 医 に て 歯 冠 修 復 や 欠 損 補 綴 を受 け て い た が,

そ の後,定 期 的 な メ イン テ ナ ン ス を受 け る こ と な く放 置 し

て い た.し か し,徐 々 に義 歯 が 合 わ な くな り摂 食 が 困 難 に

な っ た た め 来 院 した.

初 診時 の 口 腔 清 掃 状 態 は 不 良 で,残 存 歯周 囲 の 歯 肉 に 発

赤,腫 脹 を 認 め た 咽1).ま た,多 数 の 辺 縁 不 適 合 補綴 物

と ク ラ ス プ に よ る 部 分 床 義.歯が 装 着 され て い た.歯 周組 織

診 査 の 結 果,全 顎 的 に3-5mmの 歯 周 ポ ケ ッ トが存 在 し,

プ ロ ー ビ ン グ時 の出血 は,全 体 の70%で 見 られ,す べ て

図3初 診時 レン トゲ ン写真,歯 根長1/2～2/3に およぶ水平性

骨吸収と垂直性骨吸収が混在する.

の 残 存 歯 に 動 揺 が 認 め られ た(図2).デ ン タル エ ッ クス線

写 真 で は,歯 根 長1/2-2/3に お よぶ 水平性 骨 吸收 と垂 直

性 骨 吸 収 が 混 在 して い た 〔図3).

治 療 計 画

歯 周 初 期 治 療 に よ り,歯 肉 縁上 お よ び縁 下 の スケ ー リ ン

グ,ル ー トプ レー ニ ン グ を行 う と同 時 に,プ ロ ビ ジ ョナ ル

レ ス トレ ー シ ョ ン に よ り咬 合 機 能 の回 復 を図 る こ と と し

た.再 評 価 後,両 将周 外 科 処置 に 移 行 し,最 終 補綴 を行 う治

療 計 画 と した.最 終 補綴 は,残 存 歯 の 歯 冠 一 歯根 比,清 掃

性,審 美性 な らび に義 歯安 定 性 を考 慮 し,コ ー ヌ ス テ レ ス

コー プ デ ンチ ャ ー とす る こ とに した.

治 療 経 過

初 期 治 療 か ら最 終 補 綴

歯 周 初 期 治 療 は,感 染 源 の 除 去 と機 能 の 回 復 を 中 心 に

行 っ た.プ ラ ー ク コ ン トロ ー ル を徹 せ る た め に,患 者

教 育 な ら び に ブ ラ ッ シ ン グ指 導 を行 う と と も に,不 良 補綴

物0)除 去 を 行っ た.ま た,プ ロ ビ ジ ョナ ル レス トレ ー シ ョ

ン に よ り,ブ ラ ッ シ ン グ しや す い 環 境 と審 美 性 の 回 復 と機
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図4プ ロビジ ョナル レス トレーシ ョンによ る清掃性,機 能性 およ

び審美性の回復,

図5-1再 評 価 時.

図5-2プ ロー ビングデプス,プ ロー ビング時の出血は改善された.

図6-1コ ー ヌス テ レス コ ー プ デ ンチ ャー を用

い た最 終 補綴(正 面 観).

図6-2コ ーヌステレス]一 プデンチャー を用

いたB終 補綴(咬 合面観),

能 回 復 を 図 った(図4),

再 評 価 後,4mm以 上 の 歯 周 ポ ケ ッ トを 認 め た432お

よ び下 顎 前 歯 部 に は フ ラ ッ プ手 術 を 行 っ た.歯 周 外 科 処 置

後 の 再 評 価 で は,プ ロ ー ビ ン グ デ プ ス,歯 肉 溝 か らの 出血

お よ び プ ラ ー ク指 数 が 改 善 され た(図5-1,2).そ の 後,

コ ー ヌ ス テ レ ス コ ー プ デ ン チ ャ ー を 用 い た 最 終 補 綴 を 行 い

(図6-1,2),メ イ ンテ ナ ン ス に 移 行 した.
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コー ヌス テレスコープデンチ ャー により機能 回復を行 った歯周炎患者 の長 期予後

図7下 顎右側側切歯近心に垂直性骨吸収 を認めた.

図9-1最 終補綴6年 後(咬 合面観),

図9-2若 干咬合面 に均一な咬耗を認 める,

メ イ ン テ ナ ン ス

メ イ ン テ ナ ン ス は,患 者 自 身 の プ ラ ー クコ ン トロ ー ル が

良 好 な こ と咬 合 状 態 が 安 定 し て い る こ と な ど を 考 慮 し,

6ヵ 月 間 隔 と した.良 好 に経 過 して い た が,最 終 補 綴4年

後 に 羽 近 心 部 に5mmの 歯 周 ポ ケ ッ トの 再 発 が 認 め られ た

(図7).プ ラ ー ク の停 滞 と咬 合性 外 傷 が 誘 因 で あ る と思 わ

れ た た め ブ ラ ッ シ ン グ の 再 指 導 と義 歯 の 咬 合 調 整 を 行 い,

再 度,フ ラ ップ 手 術 を 行 った(図8).そ の 結 果,ポ ケ ッ ト

の 減 少 が 見 られ,引 き続 き,メ イ ン テ ナ ンス を継 続 させ た.

最 終 補 綴 後6年(図9-1,2>,10年(図10-1,2,3)で

図8骨 欠損に対 し再度フラップ手術 を行 う.

図10-1最 終補綴8年 後(正 面観),歯 周組織に変化は見られない.

は,歯 周組織に変化はな く,補 綴物の破損 も見られなかっ

た.咬 合而の観察では,均 ・な咬耗が見られ,咬 合機能が

安定 していると思われた.

考 察

本症例のように,.ヒ.ド顎両側遊離端欠損では,最 終補綴

のデザインによって,残 存歯の予後が左右 される.特 に,

残存歯の支持組織量,歯 冠 一歯根比,歯 の動揺度などを考

慮する必要がある3..

コーヌステレスコープは,支 台歯の二次固定による特定

部位への負担の集中の防止,支 台歯や義歯の清掃の しやす

さ,ト ラブルへの対応性などの特徴を有す るため,重 度の

歯周炎に罹患 し,欠 損歯数が多 く,咬 合崩壊 をきた してい

る本症例の最終補綴 として有効であると考えられた,

また,メ インテナンスの期間は,患 者のプラークコン ト
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図10-2全 顎的 に均一な咬耗を認める,

ロー ル の 状 態 や 残 存 歯 の 支 持 組 織 量,そ れ に対 す る 最 終 補

綴 の 咬 合 の バ ラ ンス な ど を基 準 に決 定 す べ きで あ る4.本

症 例 で は,患 者 自身 に よる プ ラ ー ク コ ン トロ ー ル が 比 較 的

良 好 で あ っ た こ と,咬 合 関 係 を す べ て 再 構 築 した こ と な ど

か ら,最 終 補 綴 物 装 着 後,6ヶ3ご と に リ コー ル を行 っ た.

術 後4年 ま で,プ ラ ー ク コ ン トロ ー ル が 良好 に維 持 さ れ て

い た に も関 わ らず,下 顎 右 側 羽 近 心 に歯 周 ポ ケ ッ トの 再発

が 見 ら れ た 理 由 と して は,患 歯 が 最 後 方歯 で あ る こ と,対

合 歯 が あ る ため 咬 合 力が か か りや す い こ と,さ らに,歯 間

部 に限 局 した プ ラー クコ ン トロ ー ル の 不 良 な どが 考 え ら れ

図10-3上 顎粘膜面に義歯 による圧痕 があるものの 内冠周囲歯肉の

炎症は認め られない.

る.そ の 後 の メ イ ンテ ナ ンス 時 に は,ブ ラ ッ シ ン グ 法 を再

確 認 す る と と も に,補 綴 物 の 咬 合 面 に見 られ る フ ァセ ッ ト

に も注 意 し,咬 合 関 係 の 変 化 を的 確 に評 価 す る必 要性 を再

確 認 した.

今 後,起 こ り うる トラ ブ ル と して,残 存 歯 の 動 揺,ポ ス

トコ アや 内 冠 の 脱 離,歯 根 破 折,義 歯 の 内外 冠 の 適 合 不 良

お よ び顎 位 の 変 位 な どが 考 え られ る.定 期 的 な予 後観 察 に

よっ て,早期 に問 題 を発 見 し,そ れ に対 処 す る こ と に よ り,

さ ら に長 期 的 に 良 好 な経 過 が 得 られ る と 考 え られ る.
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